
新たに地域防災拠点に関わる方
向けの拠点基礎研修









いっとき避難場所

地震だ！
となり近所に声かけて、

まずは「いっとき避難場所」



広域避難場所

※



地域避難所



福祉避難所
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地域防災拠点
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地域防災拠点の開設

※ ※



役 割

家が倒壊もしくは焼失してしまい、住むところがない方が一時的に
避難生活を送る場所避難所

安否情報、被害状況、救援物資情報、ボランティア等情報受伝達拠点

行政等からの支援物資を受け入れて、配布物資供給拠点

地域防災拠点での避難の必要がない被災者も、必要な物資（食料
等）や情報を得ることができます。その他













地域防災拠点運営委員会



地域防災拠点運営委員会



防災参与



地域防災活動奨励助成金
240

12



地域防災活動奨励助成金（注意点）
10
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地域防災拠点運営委員会

被災者が生活を送る避難所としての基盤形成と、
住民による救出・救護活動の拠点、在宅被災者支援の
ための情報受伝達拠点が機能できるよう、本市職員の
動員者や学校連絡調整者と連携して、地域防災拠点を
運営します。



〇直近動員者（局職員）
居住地の近隣の地域防災拠点が指定される（各拠点２名）

〇区拠点動員者（拠点班）
区により指定される（各拠点２名）。
区保有の災害時要援護者名簿、災害時優先携帯電話
及び各種通信機器（BWAや無線）を持って指定された拠点
※ 要援護者名簿は高齢・障害支援課が保管しています。
主たる役割は地域防災拠点開設時の初動対応の支援と開設以降の運営
の支援になります。



学校連絡調整者

市域のいずれかで震度５強以上が観測された場合
に参集する。
教職員の中から、学校へ早く到着できる順に、３名
（４名へ増員することも可）を予め「連絡調整者」とし
て指名しておく。連絡調整者はいち早く学校に参集し、
校長・副校長が参集するまでの間、関係機関等との
連絡調整などの初動対応を行う。



◇ヘルメットで頭部を保護！

◇必ず２名以上で行動

◇屋外を確認後に内部を確認

◇通信機器やライフライン被害状況の確認

◇各点検箇所の使用可否の記録
（トイレが使用できない場合は誰もが明確に判断できる明示を！）

施設の安全確認が完了して拠点が開設

開設にあたり、施設の点検をします



地域防災拠点開設支援キットを使用（令和６年度配備）







☛





４月～５月 防災参与・地域防災拠点での役員が決定

７月３日〆 防災参与と連携し、下記資料などの提出をお願いします
①地域防災拠点運営訓練日
②訓練における備蓄食糧品の配布希望数量
③地域防災拠点鍵管理者名簿
※詳細は５月28日開催の総会にて周知します

7月４日 意見交換会

５月 地域防災拠点運営委員会連絡協議会 総会（5/28）

６月 備蓄資機材の点検及び修繕（～10月中）※総務課で対応
運営管理費（地域防災活動奨励助成金）12万円の配付



８月～９月 ・訓練時に配付する旨の報告が無かった「賞味期限の切れる
備蓄食糧品」の回収
・令和８年度分の新たな備蓄食料品の納入（夏の分）

９月～11月 地域防災拠点運営訓練の実施など
☛ 「賞味期限の切れる備蓄食糧品」の配付
防災参与と連携し、下記資料の提出をお願いします
（訓練実施前）訓練計画書
（訓練終了後）訓練実施結果報告書



２～３月 ・令和８年度分の新たな備蓄食料品の納入（冬の分）

３月 防災参与と連携し、下記資料の提出をお願いします
①事業完了報告書・・・・・4月8日〆
②現金出納簿 ・・・・・4月8日〆









※ R5





※ 令和５年度中に全拠点への配備完了しています



発災直後はローゼットにモジュラー
ケーブルを差し込んで電話をします。
（職員室前廊下）

拠点用防災電話機
(防災備蓄庫内に保管しています)

モジュラーケーブル



モジュラーケーブル









災害時の安否確認情報
（Googleパーソンファインダー（暫定運用））

避難者カードの情報に基づいて拠点動員職員等が学校PCから入力する。
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目的：避難者の安否情報をインターネット上で公
表





≠







地域防災拠点開設支援キットを使用した訓練（再掲）

年１回は必ず行ってください！



【ハマッコトイレ】

積極的な実施をお願いします！



積極的な実施をお願いします！



積極的な実施をお願いします！



積極的な実施をお願いします！



※水道局による取扱指導も可能



【ガスかまど】
（中学校）

炊飯袋の活用
（簡単・便利・美味しい）

【移動式炊飯器】
（小学校）

※まかない君に更新済み

炊飯器はお湯を沸かすために有効です





検温や聞き取り等による受付時の避難者の体調確認及び有症状者との動線分けや
余裕ある区割りや空き教室の活用や等による避難者同士の距離の確保は、
新型コロナウイルスに限らず、感染症対策として有効です。



～地域や町の防災組織と連携した訓練～

学校の登校日にしていただく等、学校との連携が大切です。
子ども達は拠点運営の貴重な戦力になります！



～地域や町の防災組織と連携した訓練～

地域防災拠点と自治会町内会との連携が必要です。



～地域や町の防災組織と連携した訓練～



～地域や町の防災組織と連携した訓練～





☛



「いざ」という時のために、

「いま」から備えましょう！！

ご清聴ありがとうございました。


